
ハウチワカエデ
カエデ科の落

らく

葉
よう

高
こう

木
ぼく

。葉の大きさは直
ちょっけい

径が7cm～12cm
で、形が天

てん

狗
ぐ

のうちわに似ていることから、この名前が
ついたといわれている。また、「カエデ」は葉がカエルの
手のように見えるためといわれている。

ヤマモミジ
カエデ科の落

らく

葉
よう

高
こう

木
ぼく

。葉
の大きさは直

ちょっけい

径が5cm～
10cmで、山によく生える
ことから、この名前
がついた。特に日

に

本
ほん

海
かい

側
がわ

の雪の多いとこ
ろで見られる。

カエデ（モミジ）

カエデの仲
なか

間
ま

は、秋になると翼（よく）
とよばれるプロペラ状

じょう

のタネをつけ、
クルクルとまわりながら落ちる。

紅
こう

葉
よう

カエデやモミジの葉は秋に
なると黄色やオレンジ赤色
になり、とても美

うつく

しい。
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